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電力価格データのインパルス要素の抽出と同定について  
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近年欧米では電力の市場が開かれており、取引が行  

われている。株式においてほ価格のモデルとして、拡  

散過程を用いたモデルが提案され、金融機関等で広く  

用いられている。しかし、電力価格のデータは特異な  

振る舞いを示しており、これまで用いられたモデルで  

表現するには限界がある。そこで本研究では電力価格  

の挙動を調べ、それにふさわしいモデルの提案とそれ  

に基づいた解析を行う。  
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2 電力価格デd蓼⑬特徴   

今回用いたデータは1997年4月1日～2003年3月  

31日の米PJMの電力価格である（図2．1）。  

図2．2：PJMの収益率  

○ しばしば大きな変動がある  

○大きな正の変動の後にはそれに対応するように負  

の変動がある  

○正の変動（負の変動）が連続して起こることが  

多い  

したがってこれまで株価に用いられてきたモデルで  

は、これらの現象を捕らえることが困難であると考え  

られる。   

実際、ジャンプ拡散過程モデル  
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をもとに最尤推定を行い、それを元にシミュレーショ  

ンを行うと、結果は実データと禿離が見られる。   

そこで上の特徴を潜まえて  

図2．1：米PJMの電力価格  

しかし金融の分野では価格そのものより収益率のモ  

デルを考えることが多いため、以降は収益率を考えて  

いくことにする（図2．2）。   

収益率の挙動を調べると次のような特徴が挙げら  

れる。  
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というモデルを考えることにする。ここでたは変動幅  

を示す確率変数とし、∂はインパルス関数、9は強度入  
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その計算結果とそれを用いたカイ2乗統計量を表  

3．1に示す。  

表3．1：パラメータ推定  

のPoisson過程とする。また、靖は未知の確率過程と  

しておく。応用を行うにあたって、重要なのは大きな  

変動部分の構造であるからである。このようにして、  

まずはデータから変動部分を抽出する方法を考えるこ  

とにした。  

Average Variance  

入 0．0119847 0．0118467  

x2 0・1522183 0・1590375   3 変動部分の抽出と解析   

単純に元データから直接抽出をおこなうと、うまく  

大きな変動を取り込むことは困難である。そこで抽出  

は次のように行うことにした。  

●各時刻の値と連続した同符号の変動の和を用い  

る。  

●正の変動と負の変動を対にして抽出する。  

●正の変動と負の変動のどちらかで、各時刻の値が  

一定以上になるものを 大きな変動と判定する。  

●大きな変動と判定されたときは、和を変動幅と  

する。  

●起こった時刻は連続した正の変動のうち、最後の  

時刻とする。  

これを用いて抽出したものを示す（図3．1）。  

x2＝，0・1522183は自由度5のx2分布x2（5）として  

上側確率約0．999の点にあたる。表3．2は標本平均の  

推定を用いた観測度数と理論度数の比較である。  

表3．2：推定結果を用いたポアソン分布のあてはめ  

観測度数 理論度数  

0  2061 2061．149  

25  24．702  

0  0．148  

0  0．000  

0  0．000  

0  0．000  

1  

2  

3  

4  

5以上  

計  2086 2086．000  
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4 まとめ   

今回の解析では電力価格の振る舞いを表現するに  

は、ジャンプ拡散過程を用いたモデルよりもインパル  

ス関数を用いたモデルがより有効であることが示すこ  

とができた。  
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図3．1：抽出された変動部分  

次に抽出したものを用いてモデルのパラメータ推定  

を行った。   

ここでは変動の生起する時刻を表す確率過程qのパ  

ラメータ入の推定を行う。標本平均と不偏標本分散は  

入の不偏推定量である。  
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